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令和６年３月１８日

保護者の皆様へ

座間市立西中学校
校長 牧野 淳志

令和５年度 学校評価アンケート結果について(報告)

陽春の候、保護者の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
先日は、今年度学校評価に係る保護者アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうご

ざいました。このたび、保護者・生徒アンケートの結果をまとめましたのでお知らせいたします。
今後、成果が見られた項目はより一層向上するように、また、課題があった項目は少しでも改

善できるよう取り組んでまいりますので、保護者の皆様にも、様々な場面で、是非ご協力いただ
きたくお願いいたします。なお、アンケートの結果は、裏面に記載しています。

Ⅰ 保護者アンケートの結果より考察

令和５年度の成果(アンケートの結果が特によかった項目)

＜指導に関する質問＞
１ 「学校は、あいさつの励行や時間・服装のけじめなど、基本的生活習慣が身につくよう適切
に指導している」の質問について、肯定的回答が９２．０％、特に「当てはまる」の回答が
５２．０％と半数を越える値でした。この項目は、４年間好結果が継続しており、全校として
定着してきている様子が伺えます。これは、ＰＴＡ・地域の方と一緒に実施している『あいさ
つ運動』をはじめ、生徒会のあいさつ、時間厳守、身だしなみ等への取り組みの成果であると
考えられます。

３ 「学校は、行事(修学旅行・体育祭・文化祭等)や体験活動を通して、連帯感や達成感を味わ
わせ、生徒の生きる力を育てるよう努めている。」の質問について、肯定的回答が９６．５％と
９５パーセントを越える評価を得ており、「当てはまる」の回答も５６．５％と半数以上を占め
ています。これは、西中学校の特徴でもあり、生徒の活動の場をできる限り確保しようと、工
夫しながら行事を行った取り組みと、生徒が行事の意義を理解し、主体的に取り組んだ成果で
あると思われます。

＜学校の対応に関する質問＞
４ 「学校は、学校だよりや学年・学級だより、ホームページ、メール配信等を活用して、生徒
や教育活動の様子を知らせるように努めている。」の質問について、肯定的回答が９１．０％と
高い評価であり、「当てはまる」の回答も５１．０％と高い値でした。これは、ＬＩＮＥ連絡シ
ステムや、各クラスの学級通信、学年だより、西中だより、校長室だより、図書だより、ＰＴ
Ａ広報紙、ホームページなどなど様々な情報発信が機能してきている成果だと考えられます。
また、一人一台端末を活用した欠席者への授業配信などの取り組みも推進しています。。

５ 「学校は、保護者の子どもについての連絡や相談に対して適切に対応している。」の質問につ
いて、肯定的な回答が９０．０％と高い評価を得ており、「当てはまる」の回答も４９．０％と
なっています。今後更に充実したものにしていきたいと思います。

令和５年度の課題(今後重点的に取り組みが必要だと思われる項目)

＜家庭から見る子どもの様子に関する質問＞
９ 「お子様は、物事に自主的に取り組む力が高まっている。」の質問の肯定的回答率は７０．０
％で、当てはまらないの回答も５．５％ありました。生徒への質問では 肯定的回答が７９．
６％でやや高いようですが、今年度の重点目標のひとつに「自主的に学びに向かう」を掲げて
おり、自主性を伸ばすことはこれからの向上に欠かせない重要な課題です。来年度、継続して
取り組んでいきたい項目です。

10 「お子様は、自己肯定感や自己有用感が高まっている。」の質問の肯定的回答率は７２．５
％で、当てはまらないの回答も４．０％ありました。生徒への質問では 肯定的回答が７６．
７％ですが、この項目は、本校が６年間に渡って取り組んできたものであり、着実に向上はし
ているものの、やや頭打ちの様子もうかがえます。今後は、家庭や地域、小学校とも連携した
新たな取り組みが必要だと思われます。
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Ⅱ 生徒アンケートの結果より考察

令和５年度の成果

＜生活に関する質問＞
２ 「挨拶や礼儀正しい言葉遣いができる。」の質問には、９１．６％が肯定的な回答をしていま
す。保護者質問１とも関連しますが、生徒の意識の醸成とともに、保護者や地域の方と連携し
た取り組みの成果が表れていると思われます。実際、生徒の挨拶が良くなったという評価の声
をよく耳にするようになりました。しかし、まだまだ改善の余地が多くあります。元気な声で
進んであいさつをすることがが習慣化し、ＴＰＯに応じた適切な言葉遣いができるよう指導し
ていきたいと思います。

３ 「ルールやきまりを守っている。」の質問について、肯定的回答が、９７．４％、「当てはま
る」は６６．７％と大変高い値でした。これは、生徒の規範意識が着実に向上していることを
顕著に表していると思われます。規範意識の育成は、社会に出るまでに必ず身に付けなければ
ならない重要な事柄であり、今後もしっかり取り組みたいと思います。また、生徒会を中心と
した校則改正への取り組みも行われています。

４ 「係・委員会、行事での役割、清掃活動、部活動内での役割など、任されたことに責任を持
って取り組んでいる。」の質問について、肯定的回答が、９４．６％、「当てはまる」は６２．
８％と大変高い値でした。本校では、総合的な学習の時間を中心に「キャリア教育」に取り組
んできましたが、行事などを通して生きる力を伸ばす取り組みが、責任感の高揚にも繋がった
のではないかと思われます。責任感を持って活動し、それが評価されることで自己有用感が高
まります。それが自信を持って主体的に行動できることに繋がっていくと考えられます。

９ 「ICT(Chromebookなど)を活用するなどして、自ら学ぼうとしている。」は、今年初めての質
問でしたが、予想を上回る８０．６％が肯定的な回答をしています。本校はリーディングＤＸ
の研究推進校として「主体的な学びを引き出す授業づくり」をテーマに取り組んできましたが、
その成果が現れた形だと思います。今後更に充実したものにしていきたいと思います。

16 「他の人の良いところを認めるようにしている。」は、肯定的回答が９６．０％、「当てはま
る」の回答は６６．９％でいずれも全質問中最高の値を示していました。12「感謝・思いやり
の心」の質問とも関連して、互いに認め合う意識が高くなっていることが伺えます。

令和５年度の課題

＜生活に関する質問＞
６ 「社会や地域に貢献したいと思う。（ボランティア・地域の行事や活動への参加、小学校や幼
稚園・保育園、老人ホームなどとの連携、募金協力など）」の質問への肯定的回答が７６．３％、
「当てはまる」の回答は３３．８％とやや低めの値でした。コロナ禍で地域の行事が軒並み中
止となり、西中学校で活発に行われていたボランティア活動も実施が難しかった影響が大きい
と思いますが、地域の中の学校として社会や地域に貢献する意欲は育てていきたいものです。
今後、学校運営協議会(コミュニティースクール)との協働活動なども活発に行い、意識の醸

成に取り組みたいと思います。

＜授業・学習に関する質問＞
８ 「授業の内容は理解できる。」の質問について、肯定的回答が８４．０％と、８割以上の生徒
が授業内容を理解していると回答していますが、１６％の生徒が授業理解ができていないとの
自覚があるようです。今後も、ＩＣＴを活用した学習環境の整備、授業方法の工夫、複線型の
授業展開による学習活動の深化、補習等の充実などに取り組んでいきたいと思います。

10 「考えたことや思っていることをみんなの前で話せる。」の質問に対して、３５．５％が否定
的な回答をしています。chromebookの利用が進むと、授業中に「書き込む」機会は増加するも
のの、「話す」機会が減少する怖れもあり、授業や学級活動の中で、自分の意見をしっかり伝え
られるよう取り組む必要があります。ＩＣＴを活用して自分の考えを論理的にまとめ、相手に
伝わるように表現する能力を高めていきたいと思います。


